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守るために
長崎・𠮷田　豊智
　僕たちには、守り育ててくれる人がいます。一番近くにいて見守ってくれる両親。学校で勉強をはじめ様々なことを教えてくれる先生方。ボランティアで朝から旗を持って交差点に立ってくれる地域の人たちです。

何のために、僕たちにそんなことをしてくれるのか。そこには、親や地域の人たちの「健全に育ってほしい」という願いがあるからと考えます。

小佐々駐在所に勤務する村川さんは、毎朝小学生や中学生の通学路に立ち、夕方には町内をパトロールしています。その村川さんにお話を聞くことができました。

村川さんは、「毎朝立っているのは見守り活動のため、勤務ではない日も子どもたちが登校する日は必ず立つ。それは、子どもたちに交通事故や誘拐などの被害に遭ってほしくないから」と言われました。さらに、村川さんは、「地区で犯罪者や犯罪被害者を出したくない。毎日立つことや家庭訪問をすることでみんなに覚えてもらって、何かあったときに話してもらえる人になりたい」とも言われました。

そこで、犯罪を犯した人を立ち直らせるにはどうしたらよいのかを質問しました。

「警察には難しい。犯罪を犯してしまった人が立ち直るには、地域の力が必要。みんながその人の努力しているところを見て、声かけをしてほしい」と語ってくださいました。

このとき<リエントリー>再び受け入れるということばを知りました。犯罪に戻らない、戻さない。立ち直りをみんなで支える明るい社会をめざすためのことばです。二〇二〇年東京オリンピックを成功させるために、日本は犯罪や非行をした人の「仕事」と「居場所づくり」のためのリエントリーを目指しているそうです。

長崎県では、昨年度薬物による逮捕者が五八人うち一八歳未満が九人いました。この九人の少年たちは、再び薬物を手にすることなく立ち直っているのか疑問に思うところです。その時、立ち直らせることより、未然に防ぐことの方がさらによいと考えました。

今年三月に長崎新聞で、少年の非行防止活動をする大学生が、家出中の中学生を佐世保駅で保護した記事を読みました。見守り、声をかけることで事件を防いだのです。こういった非行少年をつくらないこと、非行を犯してしまった少年たちの立ち直りを見守ること、この二つが大切なのです。

それでは、犯罪や非行をする人を生み出さない家庭や地域に必要なものは何でしょう。それは、ちょっとした変化に気づく見守りと心のつながる温かい声かけです。これは、村川さんの思いとつながるものです。人のよいところを見ること、人に見られても恥ずかしくない行動をすることで、地域をみんなで守る意識ができるのです。

僕たちを守り育ててくれる人たちの行動は僕たちを守るだけでなく、明るい地域をつくることにつながっていました。長崎市保護司会で始まった幸せの黄色い羽根。この幸せの黄色い羽根は、見守りと声かけで明るい地域をつくる僕の決意のしるしです。
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